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数科の「数と計算」領域の指導における ICT 機器活用の可能性について考察する。  
 















2. 研究の背景  
2.1 「確かな学力」  
小学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示）においては、「基礎的・基本的な知識及び技
能を確実な習得」「課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力等の育成」「主体
的に学習に取り組む態度の育成」「個性を生かし多様な人々との協働を促す教育の充実」の
実現を求めている（文部科学省 a 2017：17） 
 


















































図 1 のような図があります。今の言葉で書けば『米が□  3 石 7 斗□  
ある。この代金は、金 1□ 匁と銀 13 匁 8 分である。ただし、米の相







６ 小学校における「虫食い算」の実践の授業分析  
 2021 年（令和 3 年）1 月に実施された三重県の公立小学校 3 年生を対象にした授業実践
を事例として取り上げ、その分析を行う。  
６.1 指導案  
 当授業は 3 年生のかけ算の筆算の指導で、「2,3 位数×2 位数の乗法を、筆算を使って計








（1）単元名 3 年生「かけ算の筆算を考えよう 」 
（2）目 標  
 ① 2,3 位数×1 位数の乗法の筆算の仕方を利用して、 2,3 位数×2 位数の乗法を筆算で計
算することができる。 
② 数の構成や乗法について成り立つきまり、既習の 2,3 位数×1 位数の筆算の仕方につ
て説明する。 













② 2 けたの数をかける計算＜6 時間＞ （内容一部省略） 
• 2 位数×2 位数（部分積が 2 または 3 桁で繰り上がりなし、繰り上がりあり）の筆算の仕方
を理解し、その計算ができる。(本時）  
③ 暗算＜1 時間＞  （内容省略） 
④ まとめ＜ 2 時間＞ （内容省略） 
5）本時の指導  
① 学習目標  2 位数×2 位数の筆算の仕方を理解し、その計算ができる。  
適切な数字を選んで、条件に合ったかけ算の筆算を話し合いながら完成させることができる。 
 ② 準備物（省略） 
 ③ 困難度査定(
3) 












  ア 導入（9 分）－教師の説明 
  イ 理解確認（10 分） 
    〇76×59 の筆算を解く。 
 ウ 理解進化（23 分） 
    〇学習のめあての提示「計算の順序に気をつけて、問題をとこう」  
  エ 自己評価 

























部分積上段の一の位の 8 である。乗数一の位の 8
の積で一の位が 8 となるものは、1×8 と 6×8 の
2 通りある。この結果、この「虫食い算」の解が 3
通りできるのである。  
 解いていく順序は  
  ① 部分積 8 がそのまま下に降りるので、コ＝8。  
② ア×8 の積の十の位が 7 から、A、B、C いずれもア＝9 となる。  
③ イ×8 の積の一の位が 8 から、イ＝1、6 のどちらかとなる。  
 A の場合（イ＝１）  
  ④A 1(イ )×ウ：積の 1 の位が 2 から、ウ＝2 となる。  
  ⑤A ここまでで、式の数（ア＝9、イ＝1、ウ＝2）が確定したので、残りの空欄（エ  
オ  カ  キ  ク  ケ）を埋める。  
 B の場合（イ＝6） 
④B 6(イ)×ウ：積の 1 の位が 2 から、ウ＝2、7 となるので、ウ＝2 の場合を考える  
⑤B ここまでで、式の数（ア＝9、イ＝6、ウ＝2）が確定したので、残りの空欄（エ  
オ  カ  キ  ク  ケ）を埋める  
 C の場合（イ＝6） 
④C 6(イ)×ウ：積の 1 の位が 2 から、ウ＝2、7 となるので、ウ＝7 の場合を考える  
⑤C ここまでで、式の数（ア＝9、イ＝6、ウ＝7）が確定したので、残りの空欄（エ  



















図 2 授業で児童に配布されたワークシート  
鈴鹿大学教職教育センター紀要 第二号 
25 















2548 A の場合  
イ＝6 → 
2688 B の場合  
ウ＝7 7488 C の場合（正解） 




7 授業分析をもとにした考察  
7.1 基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得と「虫食い算」の活用  
 本時では、2 位数×2 位数の筆算の習得を目指し、「虫食い算」を教材としている。  
 本時の学習目標として「2 位数×2 位数の筆算の仕方を理解し、その計算ができる」を設
定し、計算の習得あるいは習熟をねらいとしている。指導案によると、本単元の全指導時
間 11 時間のうち本時の学習は 5 時間目である。本時の学習後には 3 位数×2 位数の筆算、
暗算を学習する計画となっている。  
本時の 2 位数×2 位数に至るまで、また、本時以降の指導として、使用教科書である東
京書籍「新しい算数 3 年下」では次の順序となっている。  
１ 何十をかける計算 
① 【5×30】 5×3×10 で考えさせる。 
  【12×30】 12×3×10 で考えさせる。 
   ※ いずれも結合法則による考え方である。 
  ② ①の活動のまとめとして「乗数が 10 倍になると答えも 10 倍になる」ことの理解。 
２ 2 けたの数をかける計算 
 ① 【12×23】 12×23＝12×(20＋3)＝12×20＋12×3 で考えさせる。 
    ※ 分配法則による考え方である。 
② 【12×23】 部分積が 2 位数になる筆算を考えさせる。 
  ③ 【58×46】 部分積が 3 位数になる筆算を考えさせる。 ※ 本時 
    【86×30】 部分積が空位になる筆算を考えさせる。 
    【3×46】  3×46＝46×3 にして計算できることを理解させる。 
     ※ 交換法則による考え方である。 
  ④ 【587×34】 被乗数が 3 位数になる筆算を考えさせる。 
 ３ 暗算 
① 【23×3】 (20＋3)×3 として暗算で計算させる。 
     ※ 分配法則による考え方である。 
    【25×8】 25×4×2 として暗算で計算させる。 
※ 結合法則による考え方である。 








 本時の虫食い算（図 3）で、  
・  イ×８、ア×８から７エ８の部分積を導き出す。  











・ 筆算の意味の理解と手順の理解を確認、習熟。  
・ 加減も含めた計算の習熟。  
この 2 点において、乗法筆算における虫食い算の教育的価値が認められるのである。 
 









  授業の冒頭部分の記録である  






T11 そこは何が入るかを考えてほしい。で、もう 1 つ確認する。もう一回、めあて。 
  ア イ  
 ×ウ ８ 
７ エ ８ 
オ カ ２  
キ ク ケ コ  
















T13 8 とイ、何かを掛けて、これがスタートだよね。 




























8×1＝8 8×2＝16 8×3＝24 8×4＝32 8×5＝40 8×6＝48 8×7＝56 8×8＝64 8×9＝72 


















C13 8×6 かなあ、8×1 かなあ 
T14  (ヒントカードを手に持って机間指導） 
C14 （ヒントカードを渡された児童） 
  迷わせるやつや 
C15 出た誘導作戦 
C16 僕まだ配られてないから大丈夫 
C17 1 じゃないんか 
T15 （ヒントカードを見せながら 1 人の児童に）これ答えが 8 になるやつ、 
  この中から探してみて。 

























 次は、一斉指導に切り替わる場面である。  
T20 前向きます。 
 まず数字が埋まった人もいると思うのです。だけど、その説明ができないといけないよね。 
 これ 1 番最初、イを入れるための説明、やれるって言う人いる? 
 ちょっと聞きます、イには、何が入るの? 
C24  口々に、6 
T21 そう、6 なんでしょ。〇〇さんは書いているんだけどそれ読んでくれる? 
C25 イは、2 段目の答えが 8 になっているので、1 番答えが大きな掛け算は 6 × 8 = 48 
  だからイ= 6 にしました。 
T22 そうやな。まずそこ。 
  8 に何かをかけて、この 1 の位が 8 になるのは、6 以外に何かなかった? 
C26  1 があったけどさぁ、この条件が。 
T23 そうやな。1 と 6 がある。でもなんで 1 があかんのかと言うと、 
C27 答えが 1 番大きくならない 
T24 答えが 1 番大きくするので 6 を選ぶと言うことやな。 
 こうやって説明をいっぱいつないでいって、次にイが埋まったら考えなあかんのは、 
 何の数字? 
C28  ア 
T25  アは何が入るの? 
C29  9 
T26  なんでここに 9 が入るの? 
C30  ×の下に 7 が入っているから(第 1 部分積 100 の位)、 
  8 ×□で 7□になるのは 9 だけだから 
T27  8 に□を掛けて、7□になるのは、8×9 だけ。 
  だからここに 9 が入る。ア=9。 
  こうやって一つ一つの説明を皆さんでつないでいくという事。 






















 児童の記入したワークシートには次のように思考過程が整理されたものがあった。  
イは１だん目の答えが８になって、一番多くなるかけ算は 6×8＝48 だから 6 にしました。48 の４を
エのところにくりあげておきます。次にアは 1 段目の答えの左がわが 7 になって、一番大きくなる
のは 8×9＝72 だから 9 にしました。あとエにくりあげておいた 4 と 2 をたしてエは 6 にします。ウ













（6）イが 6 ならば、クは３、ケは６、コは１となります。 








4 本多史明作成「公開授業研究会事後研修会指導資料」より  
     ２ ７ ３  
×      イ  ア  
    カ  オ  エ  ウ  
    コ  ケ  ク  キ   
    ス  シ  サ  ４ ５ 






























8 算数科授業における虫食い算の活用について  
8.1 授業後のアンケートから考える虫食い算の活用  
 本時の授業終了後の授業アンケート（回答数 29 人）によると、児童の意識は表 2 のよ
うであった。  
 第 1 設問は「虫食い算を取り組んで、どのようなことを思いましたか。（複数回答可）」
であり、 回答のうち、「楽しかった」（25 人、86.2％）、「答えが見つけられて、すっきり







 授業アンケートには、第 2 設問に「虫食い算
の問題をもっとしてみたいですか。」の設問があ
る。 
 第 1 設問のうち「楽しかった・やってみたら
簡単な気がした」「むずかしかった」と第 2 設問
をクロス集計したものが表 3 である。  





 また、第 2 設問だけを見ると、「もっとしてみ
たい・どちらかといえばしてみたい」が 21 人で、
「したくない・どちらかといえばしたくない」





全体の正答者は 20 人/29 人中で、正答率は 69.0％であった。  
 正答率を、先のクロス集計に当てはめると、表 4 のようになる。  
 「むずかしかった」×「したくない・どちらかといえばしたくない」の欄の児童の正答

























































表 2 授業後のアンケート（第 1 設問） 
① ２□ ② □７ ③ ３５ 
×□２  ×２□  ×□□ 
５６   ４７   ７０ 
 ８４   □□   ３□  
 ８□□  ９□□  ４□□ 
 
















8.3 乗法筆算の指導と ICT 活用 


























図９ 補充問題（巻末の問題）  
図７ 学習者用デジタル教科書の画面（東京書籍）  




１ □ ８  
×  □ □ 
５ □ □ ６  





 ① 指導者が教科書画面をスクリーンに投影し、指導する。  
 ② 部分的に注目させたい場面を拡大して投影し、指導する。  
 ③ 学習者が端末を使って、練習問題を学習する。  






8.3.2 一人一台端末の活用－ロイロノートの活用  
 一人一台端末にロイロノートを活用している場合、当該授業の「虫食い算」の指導では
次のような方法が想定できる。  
 ・ 虫食い算の解き方の説明を他者と共有する。  
 ・ 自分の虫食い算の解き方を他者にプレゼンする。  




9 まとめ  
 ここまで見てきたように、虫食い算は、次の点で学習効果を高める教材であると考える。  
 ・「どの空欄から考えるか」という、順序だてて考える思考力や判断力が育成できる。  
 ・筆算の手順や乗法の法則（結合・分配・交換）の基礎的な知識・技能の習熟ができる。  
 ・解決の道筋を順序だてて説明する表現力が育成できる。  
 ・空欄を見つけていくというわくわく感が生まれ、主体的に学習に取り組む態度を育成
できる。  
 ・空欄の配置により難易度の調整がたやすくでき、習熟度に応じた学習ができる。  
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A Study for teaching arithmetic on the“Numbers and 
Calculations”in Elementary Schools 





  This article considers the effect of instruction for “Arithmetical Restorations” on 
the written multiplication class on the “Numbers and Calculations” in a third -grade 
teacher’s attempt to improve instructional strategies for teaching arithmetic in 
elementary schools.  
  The learning of “Arithmetical Restorations” investigated and suggested a variety 
of methods for teaching arithmetical concepts to children in grade 3, specially, from 
the three points of the follow: 
 (1) Did the teacher improve the students' solid acquisition of basic knowledge 
and skills? 
  (2) Did the teacher develop the students' thinking ability, judgment ability, 
expressive ability, etc. for problem solving? 
 (3) Did the teacher improve the students' initiative to learn? 
In addition, the researcher found whether “Arithmetical Restorations” is 
valuable instruction increase students’ curiosity, enjoyment, and success in 
learning arithmetic. 
  Finally, the researcher also considered that the possibility of utilizing ICT 
equipment in arithmetic lessons. 
 
Keyword: Arithmetic in elementary schools, Numbers and Calculations,  
Arithmetical Restorations, Written multiplication, ICT 
 
